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研究成果の概要（和文）：本研究は、高度な専門性を有する質の高い保育士養成を、実習に関するデータベースによる
学生の相互支援システムを中心とした学習支援によって実現する可能性を探ろうというものである。
　この相互支援システムを構築するために学生を対象とした３つの予備調査を実施した。1つ目は、試験運用中のデー
タベースのインターフェースに関する調査。2つ目は、データベースへのアクセス方法に関する調査。3つ目は、手遊び
歌データベース構築のための調査である。
　これらの予備調査をもとに、試験運用中のデータベースの改良を行い、学生が互いに学び合う環境を整え、実習に関
する情報の共有化を可能とした。

研究成果の概要（英文）：This research aims to develop a training program to train high-quality nursery-sch
ool teachers who possess advanced expertise. This program seeks possibilities of utilizing a learning-supp
ort system that focuses on a mutual assistance system based on a database of teacher training.
In order to formulate the mutual assistance program, we conducted three research studies on students.The f
irst research is based on the interface of a currently used pilot database. The second research is based o
n access methods. The third research is based on the development of a database of songs for hand games. Ba
sed on this research, we were able to improve the currently used pilot database and organize an environmen
t where students can learn from each other and make information-sharing about teacher training possible.
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１． 研究開始当初の背景 
 実習および実習事前事後指導に関する先
行研究は、１９９０年代以降に散見されるよ
うになってきたが、その多くは指導者側の視
点からの事前事後指導のプログラムの問題
点の検討や内容の改善に関するものであり、
学生のニーズに対応する視点は希薄であっ
た。実習前後の意識の変化など、学生の実態
の把握に関する研究や、実習における学生の
相互学習支援などの研究も見られるが、デー
タベース等を利用した広範囲での学生間の
交流を企図した研究は十分な取り組みが進
んでいるとは言い難い状況であった。特に、
保育実習に関する研究は少ない状況であっ
た。 
 申請者らは、これまで保育士に関する事前
指導プログラムの改善についての実践研究
や、実習前後の学生の成長や変化および実習
学生の課題認識の調査研究を行ってきた。こ
れらの研究や上述の先行研究をもとに実習
指導の在り方を研究した結果、以下のような
課題が明らかになった。 
・実習事前指導の内容は、学生が何を知りた
いかという観点が不十分であった。 
・学生は主体的な学びに慣れておらず、実用
な情報を自分で探すことが困難である。 
・実習事後指導では小グループでの意見交換
を行っているが、問題意識の共有や経験の共
有化が不十分であり、貴重なリソースが十分
に活用されていない。 
これらを踏まえ、学生の主体的学びを支援
するという観点からの実習事前事後指導の
在り方についての研究が重要であるとの考
えに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、高度な専門性を有する質の高い
保育士養成を、学習支援によって実現する可
能性を探ろうとするものである。ここで探ろ
うとする具体的な学習支援の方法は、次のと
おりである。 
(1) 経験知の集積としての共有データベース
を構築し、これを保育実習における学生
の相互支援システムとして運用する。 
(2) このシステムを利用し、データベースを
介した学びの共同体を創出する。 
 これらの方法による学習支援を行うこと
による、主体的な学びを促進するような保育
士養成の在り方を検討することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 上記の研究の目的を達成するために、次の
方法をとった。 
(1) 学生のニーズ把握のための予備調査、お
よびその結果に基づくデータベースの試
験運用。 
(2) データベースを介した学びの共同体のモ
デルの検討と、そのためのツールの開
発・試験運用。 

(3) 学生からのフィードバックをもとにデー
タベースの改良を行うとともに、データ
ベースを介した学びの共同体を中心とし
た、学生の主体的な学びに基づく保育士
養成の在り方の検討。 
 
４．研究成果 
 研究計画に従い、学生のニーズを把握する
ための予備調査を実施し、それをもとにデー
タベースの在り方を検討した。 
最初の予備調査として、試験運用中のデー
タベースのモニター調査と、情報端末および
ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サ
ービス）の利用状況に関する調査を実施した。 
 データベースのモニター調査は、試験運用
中のデータベースが学生にとって利用しや
すいインターフェースになっているか検討
するために、次の要領で実施した。試験運用
されているデータベースには、実習先の名称
や住所などの実習に関する基本的なデータ
を収載してある。調査時期は２０１１年7月。
調査対象は聖徳大学児童学部児童学科の１
年次生である。調査内容は次のとおりである。 
・操作の分かりやすさ 
・操作に要する時間 
・実習データベースに対する要望 
 操作性については、多くの学生は「分かり
やすい」ととらえる結果となった。しかし、
「長い文を書くときには打った文字が常に
見えるようにしてほしい」などの要望もあっ
た。データベースの使用感についても、９
０％を超える学生が肯定的に回答した。 
 情報端末に関する調査はデータベースへ
の適切なアクセス手段の検討を目的に実施
した。また、学生間の相互支援の促進を目的
として、実習相互支援システムの中にネット
を通じた情報交換システムを組み込むこと
を検討していた。独自のＳＮＳを構築した場
合、学生に既存のＳＮＳを利用した経験があ
れば、その導入はスムーズにすすむ。これら
の検討のため、ＳＮＳの利用状況の調査を実
施した。実施要領は次の通りである。調査期
間は２０１１年７月。調査対象は聖徳大学児
童学部児童学科の１年次生および２年次生
である。主な調査内容は次のとおりである。 
・情報端末（携帯電話、パソコン、スマート
フォン）の利用状況。 
・ＳＮＳ（mixi、Facebook、Twitter、その
他のＳＮＳ）の利用状況。 
 情報端末の利用状況の結果は次の通りで
あった。携帯電話の利用が最も多かったが、
スマートフォンへの切り替えが予想される
結果となった。また、パソコンについては、
家族との共有を含めれば９割を超す所有率
であったが、その使用はネットへの接続が主
たるものであった。ＳＮＳの利用状況は、
mixi、Twitter、Facebook の順で利用率が高
く、これらのいずれかを利用しているものは
約 7割であった。 
 データベースへのアクセス方法としては、



調査時点では携帯電話の利用を考慮する必
要が高いことが分かったと同時に、スマート
フォンへの移行の可能性が高いことも分か
った。既存のＳＮＳは高い頻度で利用されて
いることから、実習相互支援システムの中に
ネットを通じた情報交換システムを組み込
むことの有用性もわかった。 
 次の予備調査として、「手遊び歌」に関す
る調査を実施した。実習前の学生には、保育
技術を学ぶための支援が必要であると考え
られるが、ここでは特に「手遊び歌」に関し
て取り上げ、「手遊び歌データベース」の運
用方法や教育への応用を目的とした。調査時
期は２０１３年 7月。調査対象は聖徳大学児
童学部児童学科の３年次生および４年次生
である。調査内容は次のとおりである。 
・実習に向けて準備したこと 
・手遊び歌の準備について 
・実習中に行った手遊び歌について 
・実習先での手遊び歌 
・「手遊び歌データベース」について 
 この調査により次のことが明らかになっ
た。実習前に手遊び歌の準備は９割以上の学
生が行っているが、特別に力を入れているわ
けではない。準備の方法は、大学の授業が多
い。実習中に手遊びを行うかどうかは、実習
施設によって大きな違いはあるが、学生が手
遊びを行うのは「絵本・紙芝居の導入」と「活
動の導入」の場面が多い。実習先で歌われて
いる手遊び歌の曲目はある程度決まってい
る。「手遊び歌データベース」を利用したい
と考えている学生は多いが、自分自身が投稿
することには消極的である。 
 以上の予備調査をもとに、試験運用中であ
ったデータベースを改良した。現在データベ
ースは、次のものから構成されている。 
・過去において学生の行った実習のデータベ
ース。実習関連の話題を中心にしたＢＢＳも
作られている。 
・絵本データベース 
・手遊び歌データベース 
 このデータベースを利用して、学生が互い
に実習に関して学び合う環境を整えた。学生
がそれぞれの得た情報をデータベースやそ
れに付随するＢＢＳを利用して知識や情報
を交換することによって、それらを共有する
ことが可能になった。これにより、実習とい
う得難い機会を、学生が先輩の経験から学び
また自分自身の経験を後輩へ伝えていくた
めの必要な支援を行うことも可能となった。 
 最後に、本データベースの本格的な稼働に
は大きな課題があることが明らかになって
いる。個人情報の保護の問題である。この問
題については引き続き検討を行っていく必
要がある。 
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